
　


神経毒化学物質への初期暴露は、ひそかな脳破壊などの神経機能低下を引き起こすという報告があり、そのような化学物規制を直ちに行うことが要請されている。これら化合物の閾値は動物データを含まないため、例えば神経毒の急性又は慢性影響データが不足していると研究者は言い、さらに児童に有害なおそれのあるマンガン、フッ化物、過酸化物が近くリストに加わると記している。最終的には、金属、農薬、有機溶媒など、児童の脳の発達と、場合によっては成人の神経機能に影響する２００以上の物質がリストアップされる。数千の化学物質が児童の神経毒の可能性に対して試験されなければならないため、国がこれらの化学物質を予防原則で処理することが勧告された。（アメリカ化学会機関誌「ＥＳＴ」07.1.1から）
　『硫酸と工業』平成19年５月

動物実験で発達への悪影響や免疫毒性などが指摘されているフッ素を含む有機化合物の一種により、南極のゾウアザラシやトウゾクカモメの一種、南太平洋などのアホウドリ類に汚染が広がっていることを愛媛大学沿岸環境科学研究センターと米ニューヨーク州立大の共同研究グループが１６日までに初めて突き止めた。

　有機フッ素化合物の汚染が、主な発生源である北半球の先進工業国から、遠く離れた南極まで地球規模で広がっていることを示すデータだ。

　グループが調べたのは、パーフルオロオクタンスルホン酸（ＰＦＯＳ）やパーフルオロオクタン酸（ＰＦＯＡ）などのフッ素化合物。衣類などの撥水剤として使われたほか、食器の表面加工や界面活性剤などに使われるフッ素化合物の製造過程などから環境中に出たと考えられている。

　ＰＦＯＳやＰＦＯＡなどは、環境中で極めて分解されにくく、先進工業国を中心に人や野生生物の体内、河川や海の水、大気中などに広く存在することが確認され、欧州連合（ＥＵ）や米国では使用規制も検討されている。

2007年05月16日【共同通信ネット記事】

動物実験で発がんとの関連などの毒性が指摘されている、有機フッ素化合物の１種による水質汚染が全国に広がり、中でも大阪市とその周辺では高濃度で、住民の血中濃度も高くなっていることが京都大学の小泉昭夫教授（環境衛生学）らのグループによる調査で２１日までに分かった。

　検出されたのはパーフルオロオクタン酸（ＰＦＯＡ）という物質。調理器具や繊維製品などに焦げや汚れが付かないようにする加工や撥水（はっすい）剤などフッ素関連製品の製造過程から環境中に放出されると考えられている。

　グループが２００３年、北海道から九州まで約８０カ所の河川水を調査した結果、全地点でＰＦＯＡを検出。汚染の広がりが明らかになった。

　ほとんどの地域は水１リットル中に数ナノグラム（ナノは１０億分の１）から１０数ナノグラムだったが、兵庫県の猪名川で４５６ナノグラム、大阪市の淀川で１４０ナノグラムと高濃度だった。
2007年05月22日【共同通信ネット記事】
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アメリカ、ひそかな脳破壊が進行








有機フッ素、南極も汚染 アザラシやカモメで検出








高濃度の有機フッ素汚染 大阪市周辺、京大が確認











